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的
な
不
安
が
募
る
住
民
も
、
専
門
的
な
知

識
を
持
っ
た
職
員
の
説
明
を
聞
き
、
安
心

し
た
様
子
で
し
た
。

　

現
地
に
赴
い
た
職
員
は
「
被
災
者
の
声

を
直
接
聞
く
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
実

が
見
え
ま
し
た
。
特
に
、
原
発
へ
の
不
安

を
抱
き
な
が
ら
も
、
前
向
き
に
生
き
る
南

相
馬
市
民
の
姿
勢
に
、
心
を
打
た
れ
ま
し

た
。
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
東
海
地
震

に
備
え
、
災
害
対
応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

す
る
こ
と
も
で
き
、
逆
に
南
相
馬
市
で
多

く
を
学
び
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

南
相
馬
市
の
桜さ

く
ら
い井

勝か
つ
の
ぶ延

市
長
か
ら
は
「
災

害
対
応
を
最
優
先
で
進
め
て
き
た
こ
と
か

ら
、
通
常
の
行
政
事
務
に
支
障
を
き
た
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

ご
察
知
の
上
、
い
ち
早
く
職
員
を
派
遣
し

て
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
」
と
書
か
れ
た
感
謝
の
手

紙
が
届
き
ま
し
た
。

で
出
さ
れ
た
福
祉
課
題
を
中
心
に
「
今
後

ど
の
よ
う
に
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
っ
た

ら
よ
い
か
」「
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
何
か
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
地
域
で
子
ど
も
と
大

人
が
交
流
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
」

「
主
催
者
や
世
話
人
が
苦
労
す
る
よ
う
な

活
動
で
は
長
続
き
し
な
い
。
継
続
で
き
る

よ
う
検
討
す
べ
き
」「
既
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
部
会
の
活
動
を
活
用
し
、
地
域
福

祉
活
動
な
ど
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
」

「
地
域
で
お
互
い
に
声
を
掛
け
る
こ
と
が
大

切
」「
学
校
専
門
委
員
会
に
呼
び
掛
け
て
、

地
域
行
事
へ
の
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

増
や
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
回
の

地
区
福
祉
懇
談
会
を
き
っ
か
け
に
、
各
地

域
で
地
域
福
祉
活
動
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、

今
後
、
小
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い

く
た
め
の
組
織
の
設
立
に
向
け
て
、
関
係

地
区
へ
の
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

両
計
画
の
概
要
は
、
広
報
し
ま
だ
５
月

１
日
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
計
画
本

編
は
、
次
の
場
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

◎
福
祉
課 

◎
各
支
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー 

◎
し
ま
だ
楽
習
セ
ン
タ
ー 

◎
六
合
・
初

倉
公
民
館 

◎
北
部
・
初
倉
西
部
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー 

◎
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
・

か
な
や
事
務
所
・
か
わ
ね
事
務
所

問
人
事
課
☎
３
６-

７
１
３
５

　

６
月
12
日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
の
８
週

間
、
市
職
員
が
２
人
１
組
１
週
間
を
基
本

に
、
福
島
県
南
相
馬
市
で
業
務
を
支
援
し
、

現
地
で
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
派
遣
さ

れ
た
の
は
、
税
務
課
職
員
と
元
税
務
課
職

員
８
組
、
建
築
住
宅
課
な
ど
の
建
築
技
師

４
組
、
総
務
系
職
員
１
人
で
す
。

　

税
務
担
当
の
職
員
は
、
８
月
中
旬
に
納

付
書
を
発
送
す
る
た
め
の
個
人
市
民
税
に

関
わ
る
業
務
を
支
援
。
申
告
書
類
の
内
容

確
認
や
先
方
の
課
税
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
、

課
税
内
容
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

建
築
技
師
は
、
南
相
馬
市
の
税
務
職
員

が
行
う
家
屋
の
被
災
調
査
に
同
行
し
、
建

物
の
被
害
状
況
を
確
認
。「
一
部
損
壊
・
半

壊
・
大
規
模
半
壊
・
全
壊
」
の
判
定
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
所
有
者
か
ら
の
居
住

に
関
す
る
質
問
に
も
答
え
ま
し
た
。
精
神

問
福
祉
課
☎
３
６-

７
１
５
８

　

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
平
成
22
年

度
に
策
定
し
た
「
島
田
市
地
域
福
祉
計
画
」

お
よ
び
「
島
田
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

の
概
要
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域

で
の
福
祉
課
題
を
中
心
に
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
地
域
住
民
同
士
が
話
し
合

う
「
地
区
福
祉
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
６
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
、
中
学
校
区
単
位
の
市
内
７
カ
所
で

開
催
さ
れ
、
自
治
会
役
員
や
民
生
委
員
、

中
学
生
な
ど
、
各
所
で
約
40
〜
70
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
７
〜
８
人
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
昨
年
度
の
地
区
福
祉
懇
談
会

　

島
田
市
か
ら
南
相
馬
市
へ
職
員
派
遣
、
業
務
支
援
で
活
躍

　

今
後
の
福
祉
を
住
民
同
士
が
話
し
合
う
地
区
福
祉
懇
談
会

あ･ら･か･る･と市政

被災家屋を調査する建築住宅課職員

人事法務課に配属された総務系職員（中央）

熱心に意見交換を行う参加者（島田第一中学校区）
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「
家
族
の
時
間
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

つ
い
て
、
両
市
が
連
携
し
て
積
極
的
な
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
や
、
中
山
間
地
振
興
に
つ

い
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と
温
泉
を
併
せ
た
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
両
市
民
の
交
流
を

深
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

問
市
民
安
全
課
☎
３
６-

７
１
４
４

　　

市
で
は
、
交
通
安
全
に
関
す
る
施
策
を
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
「
第
９
次
島
田
市
交

通
安
全
計
画
」（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら

ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

提
出
期
間
／
９
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

応
募
資
格

　

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

　

②
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す
る
人

　

③
①
お
よ
び
②
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

意
見
募
集
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
事
案

に
利
害
関
係
を
有
す
る
人

提
出
方
法
／
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
市

外
の
人
の
場
合
は
勤
務
先
ま
た
は
通
学

先
）
を
明
記
の
上
、
持
参
・
郵
送
・
フ

ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
市

民
安
全
課
へ

　

〒
４
２
７-

８
５
０
１
（
住
所
不
要
）

　

島
田
市
役
所 

市
民
安
全
課 

交
通
防
犯
係

　

ＦＡＸ
３
５
‐
６
０
０
０

　

*anzen@
city.shim

ada.shizuoka.jp

計
画
（
案
）
の
掲
載
・
配
置
先
／
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
・
市
役
所
・
各
支
所
の
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー

応
募
意
見
の
取
り
扱
い
／
提
出
い
た
だ
い

た
意
見
を
整
理
し
た
上
で
、
こ
れ
に
対

す
る
市
の
考
え
を
後
日
公
表
し
ま
す
。

個
々
の
意
見
に
対
す
る
直
接
の
個
別
回

答
は
し
ま
せ
ん
。

　
　

意
見
募
集
結
果
の
公
表
の
際
に
は
、

意
見
の
内
容
以
外
（
住
所
・
氏
名
な
ど
）

は
公
表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、個
人
情
報
は
、

厳
重
に
保
護･

管
理
し
ま
す
。

　
「
第
９
次
島
田
市
交
通
安
全
計
画
」（
案
）
に
対
す
る
意
見
を
募
集

問
市
民
安
全
課
☎
３
６-

７
１
４
３

　　

同
報
無
線
を
自
動
的
に
起
動
し
て
災
害

時
の
警
報
な
ど
を
24
時
間
体
制
で
放
送
で

き
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
通
称

Ｊジ
ェ
イ-
Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
地
震
発
生
後
の
震
度
情
報
は
、
気
象

庁
が
設
定
し
た
「
中
部
南
」
予
報
区
の
最

大
震
度
が
放
送
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

市
内
で
観
測
し
た
震
度
よ
り
も
大
き
な
震

度
で
放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

同
報
無
線
で
震
度
情
報
が
放
送
さ
れ
た

り
、
強
い
揺
れ
を
感
じ
た
り
し
た
と
き
は
、

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
正
確
な
情
報
を
確
認

す
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

【
放
送
文
の
例
】

▼
こ
ち
ら
は 

広
報
し
ま
だ 

島
田
市
役
所
で
す

▼
震
度
５
弱
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た 

火

の
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い 

テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
を
つ
け 

落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く

だ
さ
い
（
３
回
繰
り
返
し
）

▼
こ
ち
ら
は 

広
報
し
ま
だ 

島
田
市
役
所
で
す

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
の
震
度
情
報

問
企
画
課
☎
３
６-

７
１
２
０

　

７
月
12
日
、
桜
井
島
田
市
長
と
田
辺
静

岡
市
長
が
、
静
岡
市
役
所
静
岡
庁
舎
で
会

談
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
で
４
回
目
に
な
る
両
市
長
に
よ
る

ト
ッ
プ
会
談
は
、
島
田
市
が
旧
川
根
町
と

合
併
し
、
静
岡
市
と
隣
接
し
た
こ
と
か
ら
、

連
携
協
力
関
係
の
強
化
を
目
的
に
平
成
20

年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

会
談
で
は
、
お
茶
の
放
射
性
物
質
を
め

ぐ
る
風
評
被
害
対
策
と
し
て
、
消
費
者
へ

の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
、
国
に
安

全
基
準
の
明
確
化
や
補
償
に
つ
い
て
働
き

掛
け
を
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
７
日
を
重
点
実
施
日
と
し
た

問
消
防
本
部
予
防
課
☎
３
７-

０
１
１
９

　

８
月
11
日
か
ら
２
日
間
、
川
根
地
区
で

山
岳
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
、
延
べ
34
人
が

参
加
。
過
酷
な
環
境
下
で
迅
速
か
つ
適
正

に
行
動
す
る
能
力
を
養
い
ま
し
た
。

　

高
所
か
ら
の
転
落
を
想
定
し
た
訓
練
で

は
、
隊
員
が
橋
か
ら
約
15
ｍ
下
の
急
流
の

岩
場
に
ロ
ー
プ
で
降
下
。
要
救
助
者
を
担

荷
に
乗
せ
る
と
、
橋
上
の
隊
員
と
協
力
し

て
、
安
全
に
救
助
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
登
山
ブ
ー
ム
で
ハ
イ
カ
ー
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
広
大
な
山
間
地
を
管
轄

　

お
茶
の
風
評
被
害
対
策
な
ど
、
静
岡
と
島
田
の
両
市
長
が
会
談

　

山
岳
事
故
に
備
え
、
救
助
技
術
を
現
場
で
確
認

す
る
市
消
防
本
部
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
山

岳
救
助
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
、

よ
り
高
度
な
技
術
の
習
得
に
努
め
ま
す
。高所での真剣な訓練今後の連携を確認した両市長


